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第69回　千葉市身体障害者福祉大会
（みやさき倶楽部にて）

＝
了
∴
っ
∴
皇

『
第
六
十
九
回
福
祉
大
会
』
盛
大
に
開
催

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
「
第
6
9
回
福
祉
大
会
兼
新

年
会
」
は
令
和
2
年
1
月
2
6

日
（
日
）
1
0
時
よ
り
J
F
E
み

や
ざ
き
倶
楽
部
「
ミ
ュ
ー
ズ

ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
総
勢
1

0
6
名
が
参
加
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
飛
嶋

理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
小

倉
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、

ご
来
賓
に
千
葉
市
市
議
会
議

長
、
岩
井
雅
夫
様
。
千
葉
市

障
害
者
自
立
支
援
課
課
長
、

鈴
木
清
由
様
。
千
葉
市
身
体

障
害
者
連
合
会
副
会
長
兼
、

千
葉
市
視
覚
障
害
者
協
会
理

事
長
、
大
石
千
悪
様
。
千
葉

市
聴
覚
障
害
者
協
会
会
長
、

坂
井
和
彦
様
。
日
本
芸
能
協

会
（
朱
龍
会
代
表
）
最
上
流
家

元
、
最
上
華
寿
希
様
。
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
大
会
が
進

行
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
高
山

会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
、
続
い

て
岩
井
雅
夫
様
、
鈴
木
清
由

様
、
大
石
千
憲
様
よ
り
大
会

へ
の
祝
辞
と
「
福
祉
会
の
今

後
の
更
な
る
発
展
と
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
の
心
温
ま

る
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

した。そ
の
後
昨
年
度
の
各
分
野

の
受
賞
者
の
紹
介
を
行
い
、

会
場
の
皆
様
よ
り
温
か
い
拍

手
で
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
の
後
、
砂

原
理
事
に
よ
る
「
大
会
宣
言

（
案
）
」
、
平
本
理
事
に
よ
る

「
大
会
決
議
（
案
）
」
が
提
出
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
原
案
通
り
承
認
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
理
事
に
よ
る
万
歳
三

唱
、
平
本
副
会
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
第
一
部
の
式
典
が

終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
二
部
の
「
新

年
懇
親
会
」
は
小
嶋
副
会
長

の
総
合
司
会
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
小
嶋
副
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
、
林
理
事

の
「
乾
杯
の
音
頭
」
で
美
味
し

い
食
事
を
頂
き
な
が
ら
楽
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま

り
ま
し
た
。

初
め
に
各
地
区
か
ら
選
抜

さ
れ
た
当
会
員
に
よ
る
6
地

区
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り

上
が
り
、
続
い
て
朱
龍
会
様

方
出
演
の
素
晴
ら
し
い
踊
り

に
目
を
奪
わ
れ
拍
手
喝
采
。

さ
ら
に
恒
例
と
な
っ
た
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
ミ
ス
タ
ー

田
川
（
田
川
誠
氏
）
と
新
た
に

2
名
を
加
え
例
年
以
上
に

笑
い
と
驚
き
に
よ
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
ち

ら
も
恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ

大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ビ

ン
ゴ
マ
シ
ー
ン
よ
り
は
じ
き

出
さ
れ
る
数
字
を
進
行
役
で

あ
る
飛
嶋
理
事
が
読
み
上
げ
、

そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
に
目
を
向
け
、

会
場
全
員
夢
中
と
な
り
、
瞬

く
間
に
時
間
が
経
過
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
大
会
進
行
が
な

さ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
終
了

後
も
時
間
に
余
裕
が
あ
り
再

度
、
人
気
の
あ
る
会
員
の
カ

ラ
オ
ケ
が
催
さ
れ
、
最
後
に

小
嶋
副
会
長
の
「
閉
会
の
こ

と
ば
」
で
無
事
終
了
し
ま
し

た。
ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
出
演

の
「
朱
龍
会
」
の
皆
様
方
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。

来
年
も
会
員
・
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し

い
新
年
福
祉
大
会
が
開
催
出

来
ま
す
よ
う
に
祈
願
し
て
ご

報
告
と
し
ま
す
。（

広
報
委
員
会
）
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【
大
会
宣
言
】

本
日
、
こ
こ
J
F
E
み
や

ざ
き
倶
楽
部
に
お
い
て
第
6
9

回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

日
頃
本
会
に
寄
せ
ら
れ
た
各

方
面
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
2
年
前
の
4
月
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
施
行
に

伴
い
、
千
葉
市
で
は
対
応
要

領
・
対
応
指
針
、
更
に
昨
年

度
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
千
葉

県
と
共
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を

作
成
し
職
員
は
も
と
よ
り
一

般
市
民
へ
障
害
者
へ
の
理
解

活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
差
別
や
偏
見
が
見

受
け
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

合
理
的
配
慮
の
範
囲
を
ど
こ

か
ら
ど
こ
ま
で
と
線
引
き
す

る
の
は
難
し
い
の
で
、
障
害

者
自
身
が
常
に
意
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ど
ん
な
重
度
の
障
害
を
背

負
っ
た
人
で
も
こ
の
世
に
生

を
受
け
、
い
ら
な
い
命
は
一

つ
も
あ
り
ま
せ
ん
、
か
け
が

え
の
な
い
社
会
の
一
員
で
あ

り
、
家
族
に
と
っ
て
大
切
な

宝
で
す
。

私
達
障
害
者
は
「
私
た
ち

の
こ
と
は
、
私
た
ち
抜
き
で

行
わ
な
い
で
」
を
基
本
に
障

害
を
理
由
と
し
た
不
当
な
扱

い
を
注
視
し
、
そ
し
て
障
害

者
の
社
会
参
加
を
こ
ぼ
む
障

壁
（
バ
リ
ア
）
の
解
消
を
市
民

共
通
の
目
標
に
か
か
げ
、
差

別
の
な
い
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ど
の
様
な
状
況
下

に
お
い
て
も
自
身
連
を
は
じ

め
障
害
者
団
体
の
連
携
を

益
々
強
め
る
必
要
性
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
障
害
者
の

も
つ
問
題
意
識
を
共
有
し
、

団
体
活
動
を
通
じ
て
不
断
の

目
標
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

実
現
に
向
け
、
魅
力
あ
る
福

祉
会
と
し
て
、
又
、
地
域
社

会
を
構
築
す
る
〓
貝
と
し

て
そ
の
社
会

的
責
任
を
し

っ
か
り
と
果

た
し
更
な
る

推
進
に
向
け
、

全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
決

意
し
宣
言
す

る。

大
会
決
議

身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上

を
念
願
す
る
我
々
は
、
本
日

の
大
会
で
次
の
事
項
を
決
議

し
、
こ
れ
が
実
現
を
期
す
。

一
、
自
覚
を
高
め
、
障
害
者

相
互
の
理
解
と
会
員
の
増

加
・
組
織
の
拡
充
を
図
ろ
う
。

一
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
市

身
体
障
害
者
連
合
会
の
充

実
に
協
力
・
参
加
し
よ
う
。

一
、
全
員
参
加
の
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
更
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
よ

、つ。
一
、
千
葉
市
障
害
者
計
画
及

び
障
害
福
祉
計
画
の
完
全

実
施
を
推
進
し
よ
う
。

以
上
決
議
す
る
。

令
和
2
年
1
月
2
6
日

第
0
0
回
　
千
葉
市

身
体
障
害
者
福
祉
大
会

受
賞
者
紹
介
　
（
敬
称
略
）

福
祉
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　
団
体
役
員
功
労

永
井
　
政
枝
理
事

令
和
元
年
1
1
月
1
4
日
　
千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

☆
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

〇
第
1
9
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
」

令
和
元
年
日
月
1
2
～
1
4
日

※
本
年
度
は
台
風
1
9
号
の
影
響
で
全
日
程
中
止

熊
野
　
裕
選
手
・
・
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

田
中
秀
子
選
手
・
・
・
一
般
卓
球

。
第
5
0
回
政
令
指
定
都
市
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
札
幌
市
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
参
加
者

令
和
元
年
9
月
7
日

小
野
昭
光
、
平
本
弘
志
、
林
四
郎
、
宇
山
和
男
、
高
橋
春
雄
、

卯
田
孝
子

・
第
5
3
回
三
笠
宮
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ー
ル
）
参
加
者

令
和
元
年
1
2
月
1
日

平
本
弘
志
、
村
松
百
合
、
林
四
郎
、
卯
田
孝
子

卯
田
孝
子
選
手
・
・
・
・
女
子
個
人
5
位

卯
田
孝
子
選
手
・
・
・
・
プ
ロ
ポ
ウ
ラ
ー
が
選
ぶ
特
別
賞

ス
カ
ッ
チ
ト
リ
オ
戦
・
・
村
松
チ
ー
ム
ー
優
勝

○
文
化
部
門
受
賞
者

・
第
2
5
回
千
葉
市
障
害
者
作
品
展

松
下
　
徹
雄
・
・
・
千
葉
市
長
賞
　
手
工
芸
切
絵

田
島
　
敏
子
・
・
・
連
合
会
会
長
賞
　
編
物
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

女
池
恵
理
子
・
・
・
連
合
会
会
長
賞
　
彫
刻
観
音
菩
薩

東
　
　
茂
昭
・
・
・
努
力
賞
　
絵
画
春
の
小
田
原
城

能
勢
　
　
虎
・
・
・
努
力
賞
　
陶
芸
ケ
ー
キ
皿
・
マ
グ
カ
ッ
プ
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「
第
五
十
四
回

体
育
祭
」
開
催

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
恒
例
の
第
5
4
回
「
体
育
祭
」

は
令
和
2
年
6
月
7
日
（
日
）

高
浜
の
千
葉
市
療
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
（
9

時
受
付
、
1
0
時
開
会
）

参
加
の
申
し
込
み
（
名
前
、

人
数
）
と
「
た
い
よ
う
号
」
利

用
希
望
者
は
5
月
8
日
（
金
）

ま
で
に
地
区
役
員
へ
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
た
い
よ
う
号
」
は
京
成
千

葉
中
央
駅
、
9
時
出
発
で
療

育
セ
ン
タ
ー
間
を
運
行
し
ま

す。

（
体
育
委
員
会
）

『
第
的
回
　
福
祉
大
会
』
活
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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一新入会員のお知らせ～　　　　　　　　☆皆膝仲良くしてね☆ 

氏　名　　　　　　　　住　　　　　　　　所　　　　　　　　電話番号 
松本　　圭　美浜区高洲2－1－1－208　　　　　　　　　　　　　　　080－3521－8090 

大村　真巧　緑区高津町2－173　　　　　　　　　　　　　　　　　043－294－4443 

内藤　　岳　美浜区高洲3－15－6－2403　　　　　　　　　　　　　090－7825－5494 

福祉会は発足68周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。 
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。（組織委員会） 
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